
様式第５号 

        令和６年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用）         

学校番号  15 学 校 名 東部特別支援学校伊東分校 校 長 名 長崎 良夫 

【関係者評価】  

評価 基     準 評

価 

基     準 

Ａ 十分目標を達成することができた。 Ｃ あまり目標を達成することができなかった。 

Ｂ おおむね目標を達成することができた。 Ｄ ほとんど目標を達成することができなかった。 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 
（１） <守る> 安全に配慮され、のびのびと安心して学べる学習環境を整備する 

 取組目標 成果目標 自己 

評価 

関係者 

評価 

意見 

 安全・安心を守る学校組織の機能充実 

ア 

 

(ｱ)予防的 
な安全確 
認によるリ
スク管理 

・校内において児童生
徒の重大事故発生がな
かった。 
・計画に基づき定期的
に予防的点検､環境整
備が行われた。 

 
 
 A 

 
 
A 

（100%） 

・第２回の学校運営協議会でも AED の扱
い方やヒヤリハットの収集など、しっ
かりとした体制で取り組まれている報
告を受け、感服いたしました。フィー
ドバックなど大変な作業になりますが
疎かにできない部分なので引き続きよ
ろしくお願いします。 

・新校舎に移り少しずつ校舎のリスクも
把握されている様、予防点検の積み重
ねによりリスクを最小にする意識も高
く感じる。 

・広い校舎なので安全点検は大変だと思
いますが、細かい安全計画があり、わ
かりやすく見落としもなく点検できる
のでとてもいいです。子どもたちの行
動から、こんなところも危険というの
が見えてくることもあるので、日々の
観察も引き続きお願いします。 

・市内各所で建物の老朽化による被害が
発生している。起きてしまう前に日頃
からの点検、見回りを徹底していただ
けたらと思います。 

 
 
 

（ｲ）発災時 
の初動体制 
共有と１次 
避難後の対 
応整備 

・全職員が初動体制を
理解し、児童生徒が落
ち着いて避難できた。 
・避難場所運営計画が
作成された。 

 
 
 A 

 
 
A 

（100%） 

・様々なシチュエーションの想定大切だ
と思いますが、練度を高めることや外
部との避難場所設置訓練なども行う必
要があると感じています。 

・防災訓練時、すばやく落ち着いた避難
訓練がされていた。生徒職員共に高い
防災意識を感じる。今後も継続してい
ただきたい。 

・避難訓練はとても落ち着いて行動でき
ていました。先生方の役割などもしっ
かりしていて、子どもたちも不安にな
らずできるのだと感じました。 

・避難訓練の様子を見させていただいた
が、とても素晴らしかった。土砂災害
などに向けても想定されており、今後
も起きる可能性が考えられるものに対
して備えていただきたい。 
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 人権を尊重した教育・困難を抱える児童生徒への連携した支援 

イ (ｱ) 一人一 
人の人権意 
識向上と共 
有 

・教職員の不適切な指
導ゼロ 

 
 
 A 

 
 
A 

（100%） 

・年間計画、研修の実施により成果を出
されている。 

・不適切な指導は気づかぬうちにやって
いることもあるので研修や計画の中で
時々改めることもできていていいと思
います。 

・学期ごとに人権研修を行っているとい
うことで素晴らしい取り組みだと思
う。今後も引き続きよろしくお願いし
ます。 

 
(ｲ)必要な 
児童生徒へ 
の家庭･関 
係機関と連 
携した支援 

・支援が必要な児童生
徒が確実に把握され、
校内の各職種や関係機
関で連携した支援体制
を作ることができた。 

 
 
 A 

 
 

A 
（100%） 

・生徒や家庭に寄り添った支援を行って
問題意識の共有にも努めている。 

・連携して支援していくことが必要な家
庭の多さを感じます。 

・今後も様々なケースに対応できるよ
う、あらゆる所と連携して支援につな
げていただきたいです。 

 

 

 

(２）<育む> 高い専門性に基づき、自己実現に向け、個に応じた指導・支援を展開する。 

 取組目標 成果目標 自己 

評価 

関係者 

評価 

意見 

 アセスメントによる課題把握に基づく指導・支援 

ア 

 

(ｱ)個の課 
題に応じた 
専門性の高 
い指導 

・一人一人の児童生徒
の「良さ」に着目して
具体的指導方法を検討
して授業を実践できた
とする教員８割以上。 
・情報機器活用で分か
りやすい、楽しいと感
じる児童生徒が８割
以上。 

 
 
 B 

 
 
A 

（67%） 
B 

（33%） 

・児童生徒の個性に寄り添った指導をし
ていただいていると感謝しておりま
す。 

・現状でも生徒の満足度も高い様、より
高い質の授業を目指していただけたら
ありがたい。 

・情報機器を使い、目で見てわかりやす
いのがよいと思いました。 

・参観時の時、どの学年もとても工夫さ
れていて、子どもたちの特性に合わせ
た支援を取り入れていて、みんな楽し
く参加できるなと感じました。 

・参観で見せていただく度に児童生徒一
人一人に寄り添った活動、授業を行っ
ている。本当に素晴らしいと毎回感じ
ております。 

 

 年齢段階に応じたキャリア教育の充実とキャリアパスポートの活用 

イ （ｱ）系統性
を考えたキ
ャリア教育 

・各段階でキャリア教
育を意識した単元が設
定され、学んだ内容が
キャリアパスポートに
整理されている。 

 
 
 B 

 
 
A 

（83%） 
B 

（17%） 

・面談等でもヒアリングと対話がなされ
キャリアパスポートを相互に確認でき
ていると思います。 

・生徒一人一人のキャリアパスポートの
整理、運用がなされている。 

・課題にあるように、作成したキャリア
パスポートをどう役立てていくか、継
続して使っていけるかを考えていけば
いいものだと思います。 

・保護者と情報を共有して作成。素晴ら
しいです。 
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(３)<つなぐ>「地域の中で育つ児童生徒、地域の中で役割を果たす学校」をめざす。 

 取組目標 成果目標 自己 

評価 

関係者 

評価 

意見 

 校地が離れた学校間の新たな交流方法・共同学習の工夫 

ア (ｱ) 新た 
な方法で 
の学校間 
交流推進 

・小学部各学年と伊東
小との直接交流が開始
された。 
・中学部で伊東北中
との共同学習が年４
回実施された。 

 
 
 A 

 
 
A 

（100%） 

・今後の北中学校の閉校への対応を協議
できればと思います。 

・直接交流が再開され、両校の生徒も楽
しみにされている。距離的な問題もあ
ったが、年間計画に基づき実施されて
いる。 

・場所が離れても交流を続けられてよか
ったです。こちらから行くだけでなく
来てもらうことで伊東分校を知っても
らえます。これからも続けていってく
ださい。 

・再開～継続～積み重ねを期待したい。 
・今後もぜひ継続していってください。 
 

 地域と一層の連携促進、地域資源の活用推進 

イ (ｱ) 地域 
の分校理 
解推進。 
新たな地 
域資源の 
活用。 

・新校地周辺の方と
共に学ぶ場が企画さ
れ、湯の花商店街と
の交流活動も年２回
継続実施された。 

 
 
 A 

 
 
A 

（100%） 

・旭山の保全という課題について地域の
方々や行政の方々と協力した活動が興
せると相互メリットにつながると思う
ので、持続可能な形を考えていけたら
と思います。 

・七夕交流やビーズ製作など湯の花商店
街との交流は地域活性の一つとなって
いる。無理がなければぜひ継続してい
ただきたい。 

・湯の花商店街との交流に、新しい地域
とのつながりが加わり、交流の幅が広
がったのは良いことだと思いました。 

・交流がさらに広がったこと、心からう
れしく思います。今後も子ども達に
様々な経験をよろしくお願いします。 

 

 地域のニーズに即した特別支援教育のセンター的取組の充実 

ウ (ｱ)地域の 
ニーズ把 
握と教育 
力向上の 
支援 

・見学会等を通じセ
ンター的役割の説明
が行われた。 
・利用後に支援が役立
ったと考える機関８割
以上。 

 
 
 B 

 
 
A 

（83%） 
B 

（17%） 

・８割以上に好評というのは高く評価し
てよいと思います。 

・知見を広めることにより相互の理解が
一層深まることが期待できる素晴らし
い取り組み。 

・特別支援教育の相談はこれから増えて
くのではと感じています。 

・近年様々な特性を持つ子が増えている
と伺う。小中学校において受け持つ先
生によって対応も異なっている。ぜひ
センター的機能を強化し、近隣の学
校、教員の対応力向上につなげていた
だきたい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・地域のニーズ（相談等）がどのような内容、対応なのか、支障のない範囲で当日話していただ

きたい。 

・ボランティア等の受け入れ（活用）状況（事例）と、郊外行事等への発信、貢献（例）など、

口頭で補足していただけるとわかりやすいと思います。 
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 (４) <高める> 教職員が互いに支えあい高めあい、仕事を通して自己実現できる環境を作る。 

  取組目標 成果目標 自己 
評価 

関係者 
評価 

意見 

 地域から信頼され、教職員にとって働きがいのある学校を作るための業務改善 

ア (ｱ)不祥事 
要因の分 
析による 
コンプラ 
イアンス 
研修充実 

・不祥事要因と防止の
ための注意点が共有さ
れ不祥事の発生がなか
った。 
・交通安全上の注意点
が共有され重大事故
がなかった。 

 
 
 A 

 
 
A 

（100%） 

・コンプライアンス尊守について違反が
ないことは素晴らしいので継続してい
ただけたらと思います。 

・車通勤の方々がほとんどだと思います
がアルコールチェックなどは取り組み
があるのでしょうか。 

・良い点や問題点をしっかりと共有され
ることが事故の防止へと生かされてい
る。 

・研修を受けることによって、それぞれ
自分で気を付けよう、考えようという
意識が持てます。 

・今後も注意点、意見などもみんなで共
有しあえる環境に努めていただきた
い。 

 
(ｲ) 教育 
課程全体 
を見通し 
た行事計 
画策定と 
会議等時 
間管理徹 
底 

・学校行事が精査され
た上で整理・計画さ
れ、その目的が保護者
にも説明された。 
・緊急時を除き職員会
議、学部会、分掌課会
60分超なし。 

 
 
 B 

 
 
A 

（67%） 
B 

（33%） 

・勤務時間外での会議というのは改善が
必要だと思いました。 

・教職員の方の心のゆとりなどが教育に
関係することもある様、責任ある職務
についてありますが、しっかり休憩な
どしていただき、心身ともに休めて努
めてください。 

・人数が多いと連絡が行き届かなかった
りするのですが、提示の仕方を工夫
し、みんなが共有できるようになって
いていいです。 

・会議長くなりがちですが、時間を決め
てやるのはとても良いと思います。 

 

 職員がそれぞれの強みを生かし、互いに支えあう職場風土の醸成 

イ (ｱ)個々の
強み生かし
た配置と職
員相互の理
解促進。 

・学校経営に参画でき
たと考える職員８割以
上。 
・グループワークの効
果があったと考える
職員８割以上。 

 
 
 B 

 
 

A 
（83%） 

B 
（17%） 

・「２６２の法則」にそっているので良好
な状況だと思います。 

・現状、風通しの良い環境を作ってくだ
さっていると感じます。互いの意見を
尊重されしっかりと意識の向上に努め
られております。 

・なかなか全体の会議では、自分の意見
を言える場がないので、グループワー
クなど必要ですが、会議が多くやりき
れなくなることはないのですか？ 

 

 
 

 


